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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成29年3月9日(2017.3.9)

【公開番号】特開2017-27624(P2017-27624A)
【公開日】平成29年2月2日(2017.2.2)
【年通号数】公開・登録公報2017-005
【出願番号】特願2016-210342(P2016-210342)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｑ  20/18     (2012.01)
   Ｇ０７Ｄ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｑ   20/18     　　　　
   Ｇ０７Ｄ    9/00     ４５６Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月27日(2016.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のＡＴＭ各々における現金保有額の情報を記憶する記憶装置と、
　所定ユーザによるＡＴＭ取引の予定通知をユーザ端末から受け、前記予定通知の示す取
引が実行されることで現金保有額が所定基準に向けて変化することになるＡＴＭを前記現
金保有額の情報にて特定し、前記特定したＡＴＭでの取引を推奨する情報を前記ユーザ端
末に送信する演算装置と、
　を備えるＡＴＭ現金装填管理システム。
【請求項２】
　前記現金保有額の情報は、複数のＡＴＭ各々における現金種類ごとの現金保有額の情報
を含み、
　前記演算装置は、
　前記推奨する情報の送信に際し、前記予定通知の示す取引が実行されることで、所定種
類の現金の保有額が所定基準に向けて変化することになるＡＴＭを前記現金保有額の情報
にて特定し、前記特定したＡＴＭでの取引を推奨する情報を前記ユーザ端末に送信するも
のである、
　ことを特徴とする請求項１に記載のＡＴＭ現金装填管理システム。
【請求項３】
　前記演算装置は、
　前記推奨する情報の送信に際し、前記特定したＡＴＭについて前記予定通知の示す取引
を実行した場合に該当ユーザに提供予定のインセンティブの情報を、前記推奨する情報に
含めて、前記ユーザ端末に送信するものである、
　ことを特徴とする請求項１に記載のＡＴＭ現金装填管理システム。
【請求項４】
　前記演算装置は、
　前記推奨する情報の送信に際し、前記特定したＡＴＭの現金保有額と前記所定基準との
乖離度に応じて大きくなるインセンティブの情報を、前記予定通知の示す取引を実行した
場合に該当ユーザに提供予定のインセンティブの情報として前記推奨する情報に含めて前
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記ユーザ端末に送信するものである、
　ことを特徴とする請求項１に記載のＡＴＭ現金装填管理システム。
【請求項５】
　前記演算装置は、
　前記推奨する情報の送信に際し、前記特定したＡＴＭの現金保有額と前記所定基準との
乖離度に応じて大きくなるインセンティブの情報を、前記予定通知の示す取引を前記特定
したＡＴＭのそれぞれで実行した場合に該当ユーザに提供予定の各インセンティブの情報
として前記推奨する情報に含めて前記ユーザ端末に送信するものである、
　ことを特徴とする請求項１に記載のＡＴＭ現金装填管理システム。
【請求項６】
　前記記憶装置は、
　前記現金保有額の情報として、複数のＡＴＭ各々における現金保有額の情報と、所在地
の情報とを記憶し、
　前記演算装置は、
　所定ユーザによるＡＴＭ取引の予定通知と該当ユーザの現在地情報をユーザ端末から受
け、該当ユーザの現在地から所定距離内にあるＡＴＭのうち、前記予定通知の示す取引が
実行されることで現金保有額が所定基準に向けて変化することになるＡＴＭを前記現金保
有額の情報にて特定し、
　前記推奨する情報の送信に際し、前記特定したＡＴＭの現金保有額と前記所定基準との
乖離度に応じて大きくなるインセンティブの情報を、前記予定通知の示す取引を前記ＡＴ
Ｍのそれぞれで実行した場合に該当ユーザに提供予定の各インセンティブの情報として生
成し、前記特定したＡＴＭそれぞれの所在地と該当ユーザの現在地とを示した地図データ
を生成し、前記生成した各インセンティブの情報および前記地図データを、前記推奨する
情報に含めて前記ユーザ端末に送信するものである、
　ことを特徴とする請求項１に記載のＡＴＭ現金装填管理システム。
【請求項７】
　前記演算装置は、
　前記推奨する情報の送信に際し、前記特定したＡＴＭについて前記予定通知の示す取引
を実行した場合に該当ユーザに提供予定のインセンティブの情報を、前記推奨する情報に
含めて前記ユーザ端末に送信し、
　前記送信の後、前記推奨する情報が示す所定ＡＴＭでの前記取引に関する予約通知を前
記ユーザ端末から受信した場合、当該予約通知の受信から所定時間以内に、該当ＡＴＭで
の該当ユーザによる前記取引が実行されたか該当ＡＴＭを監視し、前記所定時間以内に前
記取引が実行された場合に、該当ユーザに関して前記インセンティブの付与情報を記憶装
置に格納する処理を更に実行するものである、
　ことを特徴とする請求項１に記載のＡＴＭ現金装填管理システム。
【請求項８】
　前記演算装置は、
　前記推奨する情報の送信に際し、前記特定したＡＴＭについて前記予定通知の示す取引
を実行した場合に該当ユーザに提供予定のインセンティブの情報を、前記推奨する情報に
含めて前記ユーザ端末に送信し、
　前記送信の後、前記推奨する情報が示す所定ＡＴＭでの前記取引に関する予約通知を前
記ユーザ端末から受信した場合、当該予約通知の受信から所定時間以内に、該当ＡＴＭで
の該当ユーザによる前記取引が実行されたか該当ＡＴＭを監視し、前記所定時間以内に前
記取引が実行された場合に、該当ユーザに関して前記インセンティブの付与情報を前記記
憶装置に記憶し、
　前記所定時間以内での前記取引の実行後、所定の基準期間内に、該当ＡＴＭでの該当ユ
ーザによる前記取引と反対の取引が実行されたか該当ＡＴＭを監視し、前記基準期間内に
前記反対の取引が実行された場合に、該当ユーザに関して行った前記インセンティブの付
与情報の格納を取り消す処理を更に実行するものである、
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　ことを特徴とする請求項１に記載のＡＴＭ現金装填管理システム。
【請求項９】
　前記演算装置は、
　前記特定したＡＴＭについて、前記予定通知の示す取引が実行されることで現金保有額
が前記所定基準を満たすことになるか判定し、前記判定の結果、前記取引の実行により所
定基準を満たすことになることが判明した場合、該当ＡＴＭの現金保有額が前記所定基準
を満たさない状況になるまで、前記推奨の対象から排除する処理を更に実行するものであ
る、
　ことを特徴とする請求項１に記載のＡＴＭ現金装填管理システム。
【請求項１０】
　複数のＡＴＭ各々における現金保有額の情報を記憶する記憶装置を備えたコンピュータ
システムが、
　所定ユーザによるＡＴＭ取引の予定通知をユーザ端末から受け、前記予定通知の示す取
引が実行されることで現金保有額が所定基準に向けて変化することになるＡＴＭを前記現
金保有額の情報にて特定し、前記特定したＡＴＭでの取引を推奨する情報を前記ユーザ端
末に送信する、
　ことを特徴とするＡＴＭ現金装填管理方法。
【請求項１１】
　前記コンピュータシステムが、
　前記現金保有額の情報として、複数のＡＴＭ各々における現金種類ごとの現金保有額の
情報を記憶し、
　前記推奨する情報の送信に際し、前記予定通知の示す取引が実行されることで、所定種
類の現金の保有額が所定基準に向けて変化することになるＡＴＭを前記現金保有額の情報
にて特定し、前記特定したＡＴＭでの取引を推奨する情報を前記ユーザ端末に送信する、
　ことを特徴とする請求項１０に記載のＡＴＭ現金装填管理システム。
【請求項１２】
　前記コンピュータシステムが、
　前記推奨する情報の送信に際し、前記特定したＡＴＭについて前記予定通知の示す取引
を実行した場合に該当ユーザに提供予定のインセンティブの情報を、前記推奨する情報に
含めて、前記ユーザ端末に送信する、
　ことを特徴とする請求項１０記載のＡＴＭ現金装填管理方法。
【請求項１３】
　前記コンピュータシステムが、
　前記推奨する情報の送信に際し、前記特定したＡＴＭの現金保有額と前記所定基準との
乖離度に応じて大きくなるインセンティブの情報を、前記予定通知の示す取引を実行した
場合に該当ユーザに提供予定のインセンティブの情報として前記推奨する情報に含めて前
記ユーザ端末に送信する、
　ことを特徴とする請求項１０に記載のＡＴＭ現金装填管理方法。
【請求項１４】
　前記コンピュータシステムが、
　前記推奨する情報の送信に際し、前記特定したＡＴＭの現金保有額と前記所定基準との
乖離度に応じて大きくなるインセンティブの情報を、前記予定通知の示す取引を前記特定
したＡＴＭのそれぞれで実行した場合に該当ユーザに提供予定の各インセンティブの情報
として前記推奨する情報に含めて前記ユーザ端末に送信する、
　ことを特徴とする請求項１０に記載のＡＴＭ現金装填管理方法。
【請求項１５】
　前記コンピュータシステムが、
　前記現金保有額の情報として、複数のＡＴＭ各々における現金保有額の情報と、所在地
の情報とを記憶し、
　所定ユーザによるＡＴＭ取引の予定通知と該当ユーザの現在地情報をユーザ端末から受
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け、該当ユーザの現在地から所定距離内にあるＡＴＭのうち、前記予定通知の示す取引が
実行されることで現金保有額が所定基準に向けて変化することになるＡＴＭを前記現金保
有額の情報にて特定し、
　前記推奨する情報の送信に際し、前記特定したＡＴＭの現金保有額と前記所定基準との
乖離度に応じて大きくなるインセンティブの情報を、前記予定通知の示す取引を前記ＡＴ
Ｍのそれぞれで実行した場合に該当ユーザに提供予定の各インセンティブの情報として生
成し、前記特定したＡＴＭそれぞれの所在地と該当ユーザの現在地とを示した地図データ
を生成し、前記生成した各インセンティブの情報および前記地図データを、前記推奨する
情報に含めて前記ユーザ端末に送信する、
　ことを特徴とする請求項１０に記載のＡＴＭ現金装填管理方法。
【請求項１６】
　前記コンピュータシステムが、
　前記推奨する情報の送信に際し、前記特定したＡＴＭについて前記予定通知の示す取引
を実行した場合に該当ユーザに提供予定のインセンティブの情報を、前記推奨する情報に
含めて前記ユーザ端末に送信し、
　前記送信の後、前記推奨する情報が示す所定ＡＴＭでの前記取引に関する予約通知を前
記ユーザ端末から受信した場合、当該予約通知の受信から所定時間以内に、該当ＡＴＭで
の該当ユーザによる前記取引が実行されたか該当ＡＴＭを監視し、前記所定時間以内に前
記取引が実行された場合に、該当ユーザに関して前記インセンティブの付与情報を記憶装
置に格納する処理を更に実行する、
　ことを特徴とする請求項１０に記載のＡＴＭ現金装填管理方法。
【請求項１７】
　前記コンピュータシステムが、
　前記推奨する情報の送信に際し、前記特定したＡＴＭについて前記予定通知の示す取引
を実行した場合に該当ユーザに提供予定のインセンティブの情報を、前記推奨する情報に
含めて前記ユーザ端末に送信し、
　前記送信の後、前記推奨する情報が示す所定ＡＴＭでの前記取引に関する予約通知を前
記ユーザ端末から受信した場合、当該予約通知の受信から所定時間以内に、該当ＡＴＭで
の該当ユーザによる前記取引が実行されたか該当ＡＴＭを監視し、前記所定時間以内に前
記取引が実行された場合に、該当ユーザに関して前記インセンティブの付与情報を前記記
憶装置に記憶し、
　前記所定時間以内での前記取引の実行後、所定の基準期間内に、該当ＡＴＭでの該当ユ
ーザによる前記取引と反対の取引が実行されたか該当ＡＴＭを監視し、前記基準期間内に
前記反対の取引が実行された場合に、該当ユーザに関して行った前記インセンティブの付
与情報の格納を取り消す処理を更に実行する、
　ことを特徴とする請求項１０に記載のＡＴＭ現金装填管理方法。
【請求項１８】
　前記コンピュータシステムが、
　前記特定したＡＴＭについて、前記予定通知の示す取引が実行されることで現金保有額
が前記所定基準を満たすことになるか判定し、前記判定の結果、前記取引の実行により所
定基準を満たすことになることが判明した場合、該当ＡＴＭの現金保有額が前記所定基準
を満たさない状況になるまで、前記推奨の対象から排除する処理を更に実行する、
　ことを特徴とする請求項１０に記載のＡＴＭ現金装填管理方法。
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